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研究成果概要 
 
本研究課題では毎年、多角的な視点から高エネルギー天体現象について議論し、次世代

の天文学、特に重力波や深宇宙の観測で解明が期待できる物理・宇宙史について意見交

換することを目的するシリーズ化された研究会を開催している。 
本年度は新型コロナウイルスの流行に伴い、対面での研究会が制限された。しかし、開

催場所に囚われないオンライン研究会が広く受け入れられるこの機を生かし、他グルー

プの研究会との共同開催によるオンライン・ハイブリッド研究会を開催し、他分野との

交流・議論を深めた。2020/12/14, 17 に開かれた研究会「高エネルギー宇宙物理学研究

会 2020」では、日本全国の高エネルギー天体物理を専門とする若手・ベテランによるオ

ンライン口頭・ポスター発表が開催された。2021/1/18-20 には「Black Hole Astrophysics 
with VLBI」と題し、国内・国外の研究者による研究会を共同開催し、ブラックホール

(および中性子星)の降着流・ジェット・ウィンドに関して、EHT を含む VLBI による高

解像度観測および理論を軸に幅広いテーマを議論・意見交換をした。 
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